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ジ y タの効果的な抑圧方法を提案している。 FDM-PCM方式についても符号誤りおよびジッタに
よる雑音特性を明らかにし 符号形式による改善効果を示している。
さらに，高速PCM端局装置のための超高速分周囲路を新しく提案している。
これらの成果は，各種符号化復号化装置の高速変化を高精度化および高能率化の技術への広い応用
と発展が期待される。
以上のように，本論文は通信工学の進歩に寄与するところが大きい よって博士論文として価値あ
るものと認Jめる。
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